





















































2001 年 4 月千葉銀行入行
県内営業店３ヶ店勤務したのち、2008 年 12 月より商品企画部門に勤務。
2015 年 12 月より経営企画部フィンテック事業化推進室へ異動し現在に至る。
2016 年 7 月に設立した T&Iイノベ シーョンセンター の初期メンバ とーして、銀行と
兼務の立場で従事する。
1　Application Programming Interface の略。API は、「あるアプリケーションの機能や管理するデータ等を他のアプリケーションから呼び出して利用するた
めの接続仕様」である。
2　決済指図伝達サービスと口座情報取得サービスの 2 つに分類され、決済指図伝達サービスの事業者は PISP（Payment Initiation Service Provider）、口座
情報取得サービスの事業者は AISP（Account Information Service Provider）と呼ばれている。
3　自社だけでなく他社や大学、地方自治体、社会起業家など異業種、異分野が持つ技術やアイデア、サービス、ノウハウ、知識などを組み合わせ、革新的
なビジネスモデル、研究成果、製品開発等につなげるイノベーションの方法論。











































































企 業 名 T&I イノベーションセンター株式会社
代 表 者 代表取締役会長　森本　昌雄
所 在 地 東京都中央区日本橋室町1丁目5番5号　室町ちばぎん三井ビルディング15階
資 本 金 1億円












































































































必要となる ID を発行し、ID 管理や認証・認可手続き
を行う「外部 API 基盤」を実装していることにある。






















































くは、大手 IT ベンダーが運営する IB 共同センター
を利用しており、取引明細等の提供には従量料金は発
生している。これが、自営の API 共通基盤経由での
情報提供をできるようになったため、従量料金の削減
につながり、削減分を新たな投資へ振り向けることが
可能となった。今後、Zaim やマネーツリー等の家計
簿アプリや、会計ソフトベンダーとの連携も行ってい
く計画である。
　もうひとつは、ネストエッグ社が提供する自動貯金
サービス「finbee（フィンビー）」である。「finbee」は、
旅行貯金・家族貯金といった貯金目的、つみたて貯金・
歩数貯金等の貯金ルールをあらかじめ設定し、設定し
たルールに基づき貯蓄ができるサービスであり、日
本初の更新系 API サービスとしても注目されている。
利用者の75％は40代未満であるため、平日、当行か
らのアプローチが難しい層との接点を図ることができ
ている。
　また当行が、お客さまの貯蓄目的を把握することが
できるのは、積立預金等の口座開設時に限られていた
図5：API 共通基盤の全体像
5　互いの自主独立を堅持しながら、お客さま利便性向上や地域社会の更なる発展への貢献を目指していく、合併や経営統合によらない新たな地銀連携モデル。
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が、「finbee」との連携を通じて、利用者の貯金目的を
把握することができるようになった。このように、外部
サービスとの連携やサービスのデジタル化を図ること
で、当行自身が新たな気づきを得ることができるよう
になったことも収穫のひとつである。今後は、新たに
取得した情報をもとに、資産運用やローン関連商品の
獲得につなげるための施策を検討していく予定である。
　API 共通基盤を活用したユースケースとして、前
述の２つのサービス連携から開始したが、様々なアイ
デアがあり、T&I・TSUBASA アライアンス行と議
論を開始している。アイデアのなかには、外部サービ
スとの連携以外にも、行内の事務処理を API 化する
案件や本人確認高度化の一環として生体認証機能の実
装等、検討領域は多岐にわたる。また、外部企業から
も API 共通基盤との連携に関する問い合わせをいた
だいていることから、順次、機能拡張を図りながら、
「業務のデジタル化」や「サービスのデジタル化」を推
進していきたい。
最後に7
　オープン API への取組みは、過去に前例がないな
かで、国策としてスタートした。また、技術力のある
フィンテックベンチャー等が、銀行が提供してきた
サービスを展開する等、今後、銀行を取り巻く環境は
増々厳しくなることが想定される。
　そのような難局のもとにおいても、当行は、T&I
や TSUBASA アライアンス行とともに知恵を絞り挑
戦し続け、お客さまのための“ちばぎん”であり続け
たいと思う。
